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No.1273

えんどう・ともこ◎昭和 30（1955）年
東京都生まれ。東京都江東区立南砂西
小学校、中央区立月島第三小学校、江
戸川区立西小松川小学校、江戸川区立
篠崎第二小学校教諭を経て、平成 16 年
江東区立辰巳小学校副校長、同 21 年よ
り同区立第五砂町小学校校長。同 25 年
より江東区立第二辰巳小学校校長。同
年度より東京都公立小学校女性校長会
会長等を務める。

2013年11月4日号

遠藤朋子

▼
マ
イ
オ
ピ
ニ
オ
ン【
特
別
支
援
学
校
で
も
児
童
・
生
徒
指
導
ス
キ
ル
向
上
を
】

◎
品
川
裕
香
／
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

▼
資
料【
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針（
概
要
）㊦
】

◎
文
部
科
学
省

▼
潮
流【
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
鍛
え
る
】

◎
石
川
憲
一
／
金
沢
工
業
大
学
学
長
㊦

▼
管
理
職
選
考
　
合
格
へ
の
流
儀【
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
味
と
意
義
】

◎
嶋
﨑
政
男
／
神
田
外
語
大
学
教
授

好評連載
実践！　校長塾【女性らしい感性で学校経営】遠藤朋子／東京都江東区立第二辰巳小学校校長

安心・安全の新常識【子どものネット依存】土井隆義／筑波大学教授

教育問題法律相談【集中連載・児童虐待特集①】三坂彰彦／弁護士

●
●
●
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こ
の
研
究
会
は
「
価
値
判
断
力
・
意
思

決
定
力
を
育
成
す
る
社
会
科
授
業
研
究

会
」。
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
梅
澤
真

一
教
諭
と
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学

校
の
岡
田
泰
孝
教
諭
ら
が
２
０
０
９
年
に

立
ち
上
げ
、
東
京
都
の
ほ
か
、
大
阪
府
、

福
岡
県
で
研
究
大
会
を
開
い
て
き
た
。

　

10
月
19
日
、
第
10
回
目
と
な
る
研
究
大

会
を
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
で
開
い
た
。

知
識
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
子
ど
も
の
価
値
判
断
・
意
思
決
定
の

力
を
伸
ば
す
社
会
科
授
業
の
在
り
方
を
探

ろ
う
と
、
全
国
か
ら
現
場
教
師
ら
が
参
加

し
た
。

　

研
究
大
会
で
は
、
梅
澤
教
諭
と
岩
坂
尚

史
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
教

諭
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
年
生
と
５
年
生
の
児

童
に
授
業
。
授
業
検
討
会
の
後
、
研
究
者

の
立
場
か
ら
、
小
玉
重
夫
・
東
京
大
学
教

授
と
唐
木
清
志
・
筑
波
大
学
教
授
が
講
演

し
た
。

バ
ス
の
料
金
、
値
上

げ
す
る
、
し
な
い
？

３年生
　

梅
澤
教
諭
の
授
業
で
は
、
筑
波
大
附
属

特別企画

シティズンシップの教育をどうするか
－社会科の実践から考える－

シティズンシップの教育をどうするか
－社会科の実践から考える－

　若者の投票率の低下などを背景に、内閣府は2010年、「子
ども・若者ビジョン」を策定し、「社会形成・社会参加に
関する教育（シティズンシップ教育）の推進」を掲げた。
だが、学校現場での実践事例はまだ少ないのが実情だ。「シ
ティズンシップ（市民性）」に関わる教育をどう考え、実
践していけばよいのか　　10月19日に筑波大学附属小学
校で開かれた社会科の研究会の事例から探った。
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小
学
校
が
あ
る
東
京
都
文
京
区
内
を
走
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
Ｂ–

ぐ
る
」
の
バ

ス
料
金
に
つ
い
て
考
え
た
。
授
業
の
一
環

で
「
Ｂ–

ぐ
る
」
に
乗
っ
た
児
童
ら
が
気

付
い
た
の
は
「
大
人
も
子
ど
も
も
料
金
が

１
０
０
円
」
と
安
か
っ
た
こ
と
。「
小
さ

い
バ
ス
だ
か
ら
」「
お
年
寄
り
へ
の
サ
ー

ビ
ス
だ
か
ら
」な
ど
の
理
由
が
挙
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
梅
澤
教
諭
は
１
枚
の
グ
ラ
フ
資

料
を
児
童
に
配
布
し
た
。
バ
ス
利
用
客
１

人
当
た
り
の
必
要
経
費
を
示
し
た
も
の

で
、
運
賃
は
１
０
０
円
だ
が
、
文
京
区
か

ら
70
円
近
く
補
助
が
出
て
い
る
と
い
う
も

の
。
グ
ラ
フ
の
示
す
も
の
を
説
明
し
な
が

ら
梅
澤
教
諭
は
「
Ｂ–

ぐ
る
を
走
ら
せ
る

に
は
１
人
当
た
り
１
９
１
円
の
経
費
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
文
京
区
の
お
金
を
使
っ

て
今
の
ま
ま
の
料
金
１
０
０
円
が
よ
い
の

か
、
料
金
を
２
０
０
円
に
す
る
の
が
よ
い

の
か
」
と
子
ど
も
た
ち
に
選
ば
せ
た
。
児

童
の
大
半
は
「
１
０
０
円
の
ま
ま
」
を
選

ん
だ
。
理
由
は
「
安
い
方
が
た
く
さ
ん
の

人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
か
ら
」
が
多
か

っ
た
。
２
０
０
円
を
支
持
し
た
子
ど
も
の

理
由
は
「
文
京
区
内
を
も
っ
と
細
か
く
走

る
に
は
、バ
ス
の
数
が
増
え
た
方
が
便
利
。

値
上
げ
を
す
れ
ば
余
裕
が
で
き
、
数
を
増

や
せ
る
」
と
い
う
も
の
だ
。
１
０
０
円
の

ま
ま
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
37
人
、
２
０

０
円
に
す
る
が
１
人
だ
っ
た
が
、
意
見
交

換
を
通
し
て
２
０
０
円
支
持
も
３
人
に
増

え
た
。

　

梅
澤
教
諭
は
「
ど
っ
ち
が
よ
い
か
、
と

い
う
問
い
掛
け
に
は
１
年
生
で
も
自
分
の

意
見
を
持
て
る
。
３
年
生
の
段
階
で
は
税

金
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
勉
強
し
な
い

が
、
文
京
区
の
お
金
が
公
益
的
な
目
的
で

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
自
分

な
り
に
理
由
を
持
っ
て
価
値
判
断
で
き
る

子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
授
業
の
ね
ら
い

を
説
明
す
る
。八

ッ
場
ダ
ム
建
設
の

是
非
、
多
様
な
視
点

で
考
え
る

５年生
　

岩
坂
教
諭
の
授
業
は
、
群
馬
県
の

八や

ん

ば

ッ
場
ダ
ム
建
設
予
定
地
を
見
学
し
、
ダ

ム
建
設
の
背
景
や
、
建
設
中
止
か
ら
建
設

続
行
に
な
っ
た
経
緯
を
調
べ
て
、
児
童
が

ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
持

つ
、
と
い
う
も
の
。
見
学
直
後
と
、
治
水

面
や
利
水
面
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

コミュニティバスの路線図を見せる梅澤教諭

賛否について自分の意見を発表する児童ら
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な
ど
を
調
べ
た
後
、
そ
し
て
学
級
で
調
べ

た
こ
と
を
発
表
し
合
っ
た
後
、の
計
３
回
、

児
童
に
価
値
判
断
を
さ
せ
た
。

　

こ
の
日
の
授
業
で
は
、「
賛
成
」「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
反
対
」「
反
対
」の
４
つ
の
立
場
か
ら
、

利
水
面
と
治
水
面
、
森
林
の
役
割
、
住
民

の
気
持
ち
、
費
用
、
自
然
環
境
な
ど
の
視

点
で
、
自
分
が
判
断
し
た
こ
と
を
発
表
し

合
っ
た
。ダ
ム
が
あ
る
の
は
群
馬
県
だ
が
、

そ
の
水
を
利
用
し
て
い
る
の
は
東
京
都

民
。
利
水
面
か
ら
は
ダ
ム
建
設
賛
成
派
は

「
水
不
足
が
解
消
で
き
る
」
と
い
う
意
見

だ
が
、
反
対
派
は
「
人
口
が
減
っ
て
使
用

量
が
減
っ
て
き
て
い
る
」
な
ど
の
反
論
も

あ
っ
た
。
自
然
環
境
の
面
か
ら
は
、
豊
か

な
自
然
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
が
、
賛
成
派
は
「
自
然
保
護

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
吾
妻
渓
谷
の
４

分
の
３
は
残
せ
る
」
な
ど
、
デ
ー
タ
を
基

に
意
見
を
述
べ
た
。

　

単
純
な
賛
成
・
反
対
で
は
な
く
、
利
水

や
治
水
な
ど
の
視
点
が
違
う
と
、
結
論
も

異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
岩
坂
教
諭
は

最
後
に
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
投
げ
掛
け
、
児
童

に
考
え
さ
せ
た
。

　

岩
坂
教
諭
は
授
業
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

「
一
つ
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
な
る
べ
く

多
様
な
視
点
で
価
値
判
断
さ
せ
た
い
と
考

え
て
き
た
。
ま
た
、
ど
う
や
っ
た
ら
互
い

の
立
場
を
理
解
し
て
歩
み
寄
れ
る
の
か
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
を
考
え
さ
せ

た
か
っ
た
。
時
事
的
な
問
題
を
社
会
科
で

扱
う
の
は
難
し
く
、
現
実
に
は
中
止
か
ら

継
続
と
い
う
結
論
が
出
て
い
る
問
題
だ

が
、
あ
え
て
授
業
の
素
材
に
し
た
」
と
説

明
す
る
。

◇　
　
　
　

◇

　

授
業
検
討
会
で
は
、
自
分
な
り
の
理
由

を
明
確
に
し
て
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
使

っ
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
授
業
の
進
め

方
な
ど
が
参
考
に
な
っ
た
、
な
ど
の
意
見

の
一
方
で
、「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
ア

イ
デ
ア
を
児
童
に
求
め
る
の
は
無
理
が
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

価
値
判
断
を
さ
せ
る
た
め
に
も
、
話
し
合

い
の
質
を
高
め
る
工
夫
や
、
社
会
科
の
授

業
は
覚
え
る
だ
け
で
な
く
面
白
い
も
の
に

す
る
工
夫
が
大
切
、
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

た
。

時事的な問題を資料にして意見をまとめていく

視点ごとに判断の根拠を整理していった
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シティズンシップ教育で２氏が講演

特別企画 シティズンシップの教育をどうするか
－社会科の実践から考える－

　価値判断力・意思決定力を育成する社会科授業の在り方について、
研究者の立場から期待することを２氏が講演した。

社会的判断力を育てよう

唐木清志・筑波大学教授
　これからの授業は、言語活動などの
「表現」から「思考・判断」をいかにさ
せるかが問われる授業が主流になる。そ
の意味で、今回の二つの授業はこれから
の社会科の授業の姿を考えることにつな
がる。
　思考し、判断する力は、課題解決力の
中心になるもので、社会科に限らず、ど
のような教科でも求められる。他教科と
の関連では、国語科で「事実と意見を区
別する」力を培うことが、社会科で資料
（情報）を読み取る上でも参考になる。
また、社会的な判断力を育てるためには、
事実的判断から、社会事象を価値づける
価値的判断、どの解決策が望ましいかを
選択する実践的判断にまで至らせる工夫
が必要だ。
　話し合いの組織化に必要なことは、①

自分と他者の意見
の違いに目を向け
させる②予想する、
比べる、関連づけ
る、選択する、ま
とめる、などの活
動をさせる③社会
科の楽しさを感じ
させる、ことだ。

実践事例の交流する場を

小玉重夫・東京大学教授
　シティズンシッ
プ教育は世界的に
も注目されている
が、イギリスの場
合は、社会的道徳
的責任、共同体へ
の参加、政治的リ
テラシーの三つを
構成要素としてい
る。日本でも、若者の投票率の低下や、
内閣府・総務省などでシティズンシップ
教育の政策化が進みつつある。自公政権
となって、「公共心」の教育や新科目「公
共」の設置も議論されている。
　日本では、神奈川県の高校で政治的リ
テラシーや政治参加教育などの試みが、
またお茶の水女子大学附属小学校での
「市民」など、社会科を軸にした取り組
みがある。東京都品川区では、総合、道
徳、特活を軸にして教科化している。た
だ、実践事例がまだ少ない。
　今年の３月に、日本シティズンシップ
教育フォーラム（Ｊ–ＣＥＦ）が設立され、
民間ベースのネットワーク型の組織とし
て、さまざまな立場から提言や実践事例
の交流をしているので、参考にしてほし
い。


